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火力発電の場合 太陽光発電等の場合
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「ペイバック」 無視されている

「ペイバック」するのは、運転用燃料を無視した場合のみ。
当然ながら、利用した分だけエネルギー資源は減少する。

運転用燃料が不要。自然エネルギーを
吸収して、「本当にペイバック」する。

同じ「ペイバックタイム」でも、実際の性能は全く異なる
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エネルギーペイバックタイム(EPT)
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運転用燃料を無視した枯渇性エネルギーにも負けない
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排出係数
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排出量も十分低くなる排出量も十分低くなる
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まとめ

再生可能エネルギーのエネルギー収支と排出係数：国内調査例のレビュー(4/4)

日本における再生可能エネルギー発電（林地残材、地熱、大規模水力、陸上風力、太陽光）のエネルギー収支や
排出係数のデータをレビューした。

・調査対象の再生可能エネルギー源はいずれも条件さえ適切ならば 電源として十分に短いＥＰＴになるはずである・調査対象の再生可能エネルギ 源はいずれも条件さえ適切ならば、電源として十分に短いＥＰＴになるはずである。
また、排出係数も十分に小さくなるはずである。

・これらの性能は、国外における調査例とも整合する。
・枯渇性エネルギー源の運転用燃料を除外して比較してもなお、再生可能エネルギーは同等の性能を発揮できる。
・当センターで調べた限り これらが一般的にエネルギー源にならないという主張は いずれも科学的根拠を欠く・当センタ で調べた限り、これらが 般的にエネルギ 源にならないという主張は、いずれも科学的根拠を欠く。
・調べた限り、下記のようなデータは国内での調査例が不足している。追加が望ましい。

・洋上風力
・林地残材以外のバイオマス（液体燃料、バイオガス等）
・小規模水力
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